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第 2 章では、借地借家法が家賃に与える影響が実証的に分析されている。第 1 に、第 1 章で分析された理論モデル
が実証分析できるように変更され、第 2 に、借地借家法に関する本人が行った既存の実証研究の推定パラメーターが
使用され、理論モデ、ルが妥当かどうか検討されている。そしてデータは、第 1 章で分析された居住期間の短い借家人
はもちろん、居住期間の長い借家人においても損失が発生しているケースを支持することか示されている。
??
第 3 章では、家主と借家人の聞の非協力ゲームを用いて借地借家法が借家の品質に与える影響が分析されている。
分析の結果、借家の品質にプラスの影響を与える家主の維持管理投資とマイナスの影響を与える借家人の投資活動が
代替関係にあるならば、借地借家法が借家の品質劣化を加速させることが証明されている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、情報の経済学とゲーム理論を用いて、借地借家法が借家の床面積・家賃・品質に与える影響を理論的、
実証的に明らかにしたものである。家主が借家人の予定居住期間を知らないという仮定と家主が危険回避的であると
いう仮定のもとで、予定居住期間の長短に関わらず全ての借家人は借地借家法によって不利益を受ける場合があるこ
とが理論的・実証的に明らかにされている。また、ゲーム理論を用いて、借地借家法が借家の品質の劣化を招くこと
が明らかにされている。今までの借地借家法に関する理論的・実証的研究の多くは、借家の家主側の行動のみを分析
したものであり、借家人の行動を分析したものは少ない。本論文は、家主と借家人の行動を厳密に分析した上で借地
借家法の問題点を理論的に示し、実証的に確認した重要な貢献であり、博士(経済学)に十分値するものと判断する。
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